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ご意見・ご提案

内 容 

特に農道に多くの空き缶やポリ瓶のポイ捨てが多く見られます。ま

た塩化ビニールをはじめプラスチック製シート、ひも等の廃材類の放

棄や有害ガス、悪臭を放つプラスチック類の不法焼却が見受けられま

す。このようなごみの大部分は雨や風で側溝から川へそして海へ流れ

込み海洋汚染が進むことになります。近年島原半島は世界ジオパーク

加盟・認定を受けて今後、国内外から多くの観光客も迎え入れるため

環境美化にも熱心に取り組んでいるものと思われますが、実効は上が

っていないように思います。そこで、まずはごみ出しルールの教育・

指導を徹底してみんなで美しい郷土を守るという意識を植えつける

必要があると思います。スピーカーによる放送だけでは不十分で環境

パトロールの実施と罰則の適用を含む指導が有効ではないかと考え

ますが。ご一考ください。 

回   答 

ご提案の「ごみ出しルールの教育・指導」につきましては、効率的

な収集体制と併せて、環境美化の観点から、平成 22 年度までに「ご

みステーション」を全町設置を実施することとしています。今後、ス

テーション収集への完全移行を前提に、市民の皆様の環境美化意識の

向上と併せて、ステーション利用によるごみ出しルールの普及啓発を

強化していきたいと考えております。また、不法投棄や野外焼却行為

などの不適正処理対策については、毎年 6月に南島原警察署、県南保

健所等と合同で不法投棄パトロールを実施しております。加えて、個

別に苦情が寄せられた場合は、不法投棄等が発見された土地の管理担

当部局等と連携して、違反者の特定、現状復帰等の指導を実施してお

り、悪質なケースであれば、廃棄物処理法や市の環境美化条例に基づ

き、勧告などの行政処分や告発などを行うこともありますが、ご指摘

のとおり依然として後を絶たない現状にあります。これらの現状を踏

まえて、本市としても対策を強化する必要があると考えており、今後、

地域住民等と連携して合同パトロール実施回数を増加させながら、発

見した不適正処理事案について情報提供を行っていただく新たな事

業を検討しており、市全体における常時監視体制を整備していきたい

と考えております。先般の世界ジオパーク認定という側面も考慮しな

がら、市民の環境美化意識の向上と廃棄物の適正処理の推進のため、

各種事業を推進していきたいと考えておりますので、今後とも効果的

な対策などについてご提案をいただきますようお願いいたします。 
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